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結 核 の 化學 療 法 は ス ト レプ トマ イ シ ンの 趣現 に'な 物 質が 多 いの でSCCの 易 合 に は滅 菌 は60◎C
ぬ 　

よリガ飛躍的進歩をしたが未だ理想には程遠い。30分1同 に止めた◇ ソー トン曙 養の揚合は止むを

耗學療法剤を見つけようとする場合に卓効ある物 得す正規の闇敏滅菌をした。 、

質だけを探 し求め、他は顧みないのも一つの行き2)SCC法k被 検液005ec,菌 液O.05ccを
も

方であるが、st7kY)使 いもらした、しか も化學構 血液O.4ccに 混合培養 した。菌は人型結核菌F

造の類似 した物質を系統的に調べて化學構造と作 株、血液ぼツ(ξルクリン反慮陽性健康成人の、で

用との關係を明らかに し、武 り有効な物質をみつ きるだけ同一人の ものを用いた。菌液の作 り方、
く

け る手 が か りとす る事 も無 意 義 で は あ る ま い。 嚇 使 用器 、具、培 養 操 作 、.標 本 作 製 法 等 當教 室 の慣 用

試 験 ψ 法 に はinvivO,invitreの 別 が あ り、化 法 に準 じた か ら(1)、詳 細 は省 略 す る。 判 定 は次 の

.學療 法捌 を探 す に はinvivoが よ く、 結 核菌 の 耀 準 に從 つた ◎

代 謝 に及 ぼ す 影響 をみ るに はinvitroの 方 が都 陰 性 一菌 艦 掴 々に散 在 し集 落 な し

合 が よ い。Slidecellculture(SCCと 略記)は そ 弱 陽 性 ±菌 髄2～4楓 が 集 落 を つ突 る

の結 果 がinvivoの 賊 績 に準 行 ナ る事 が 多 い と 輕 度 陽 性 十繭 髄5～10飼 が 集 落 をつ くる

いわ れ 、 しか も試 料 が 微 量 で た り、結 果 が早 くわ 申等 度 陽 性 昔菌 膿11～30偶 が 集落 をつ くる

か る利鮎 が あ る。 ・ 、強 度 陽 性 肝菌 膿31～50飼 が 集 落 を つ くる

筆者等 は 東大 藪 田農 化 教 室 よ り植物 生 長 素 を、 最 強 度 陽 性1欝菌 膿 δ1個以 上 が 集 落 をつ くる

科 研 黒 日 チ カ博 士 よ りナ フi'キ ノ ン誘 導 艦 を分 與 な お 同 一條 件 の 懐 本 を6枚 作 り5日 聞 培 養 後4

.され 主 と してSCCに よ り、 一 ・部の物 質 は ソー・卜 枚 、8日 開 培 養 後2枚 と りだ して観 察 した 。

ン培 地 に加 えて結 核 菌 の嚢 育 に 及ぼ す 影響 を しら3)ソ ー・トン培 養 水 を1割 抄 ぐ した ソー トン
ミ

ベてみたので、その結果をここに畿表する。貴重 培地を作 り培地9に 封 し被槍液1の 割合に混合す

な試料 を興えられた方々には本紙上で厚 く御禮申 る。菌はやは})人 塑F株 の ソーFン 培地に累代 し

上げる。 鰹たものを使用する◎培養には50ccの 三角 ろラス

賊 方法 ● ㌶ 贈 ㌶ 懲 齢 吃鵠 講
1)被 検溶液 所要量を化學天秤で正確に秤量 金茸でできるだけ等 しい大きさにとる。フラスコ

します1%溶 液鳶作bこ れを原液とし、順次10倍 は左か ら右に濃度がしだいにうす くなるように順

サつ稀繹 してゆ く・溶媒はいろいろで植物生長素 次ならべ、菌を移殖する際 もこれに從つて横に植
の中酸の形の物は水に難溶であるので夫噛 量の えてゆき移植菌膜の差による影響 をできるだけ少

重菖を加えN3盤 の溶液とする。始めか ら盤の形 くするように努めた。3～4週 闇たつて封照が充分

で水に易溶なものは蒸溜水にとか したが不溶なも 焚育 し左時にとりだ して加熱滅菌
、菌禮を濾紙上あ

は鰍 瀦 鞭 つた.助 ドキノン誘導蹴 ア にとり唄 轍 後化籔 鞭 秤量 しその重 敵 よ

ノtカリにと嫉やすいのでO ・2%の割合に無水炭酸 つて獲育の度合 を比較 した。 ・

曹達 を加えた生理納食盤水を溶媒 とした。不安定
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2)ソ ー トン培養 を行つたのは4種 類であるが

實 験 成 績 ル トテ酸 カルシウ吸 びβアラニンの蔽 を

1)植 物生長素10種 類についてSCCを 行い 第2表 第3表 に示す。aカ ルボキシβインドール

第1表 に示す成績 を得たゲ 酪酸は3週 間培養後の菌牧量(フ ラスコ8個 の卒
の

第1表 植η嬰 長素のSCC成 績 と上段5日 、下段8日 間培養)
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劃照 の聚育が不揃 なのは艀 卵器停電のぬ め

均 値)膨が.103倍 稀 繹 で15x織9,1伊 倍 で36mg,

1σ 倍 で84mg,10;倍 で93mg,107倍 で 。8Smg,

封 照91m露 で104倍 迄 阻 止 作 用 が み られk6epy

キ ノ リー7Lα オ キ ジブ ロ ビオ ン酸 曹達 は4週 間

培 養 後 の菌 牧 量(フ ラ ス コ7偶 の 準均 値)が103倍

稀輝 で13mg,10i倍 で107mg,10;倍 で125mg,

封照106mgで10i倍 迄 しか阻止作用がないウ

3)デ フ トキノン誘導髄14種 類についてscc

を行つた購老の成績は第4表 に示す通 り。

総 括 と 結 論 ノ

1)植 物生長棄SCCで 阻趾 作用を示 したの

6_



併

第2表 パ ン.トテ ン酸 ソー トン培 養(4遍 間)
曽

均亭
1

ー

101

98

;
56

0"轡'

87

～
37

-
5・8ー

…離

;
83

1 `56

-
76

號番
=スラ

鋳フ

/
…
ー

ー
38

…
01

ー
93

1

8

-
7

ー

轟0

響5

-
4

、

3
、

2ー

参

1

,訪//

/
,ー/～～/

40
触燈貯64

曜',4

0
54へ

!
29

-
99

0
・01

-
601

～
7陶ご

17

…
46

-
9淘J

f
魁89

1
69

…
96

1葬
36

-
05ユ、紳

95

-
27

;
55、、!398轡̀

Lヂ

韮 l

l

…ひ

…

{

「

」』
■ー

1

哺

0211212⑳

1
201ー

ー
39

価

癖
炉ー

…ー

ー
98

ー

瀞

38ー
ー

051

59

臆

ー
物68

-
75

-
86

ーーー

敷倍糧稀

伊ユ

19

噸

…ー伊1

㌻

愉

ー」071〆

15

-
48

、

ー嚢照封

「

雪 駕

ノ輩 位mg
.「 雑 」 は 雑 菌 迷 入

・ 第3表isア ラニ ン ソ 働 トン培 養(4週 間)'

拶

ザ 蔑

臨

駈

稀糧倍敷■

蟹

フ

-

ラ ス 魏 番
、

號

1 2「 墾3

1 4
唱 1 5 /61 7

℃ い} 9
準均

;
103

{・36 i 122} 142 i-} 137 i 143 1/1///L /1 ユ36

… 〔 138
…

{
E

ユ34 129 1毒
莚

139
か

一

139 1瑚 磯沈
1ユ5司 刈

～

138

㎝㎜

工34・・51 135 1 ・39耐 138 { 142
「

141 {u6} 124 i138} 129}
封 照 1・ ・44 　

・32i 145 i 147 151
集 1u4 109 ・4・1 1451一 136

慰

.軍 位mg・ 「沈 」 は 菌 綿膜 沈 下

第 嬢 ・ナ フ トキ ノ ンaSPttesqCnt績(上 段5日 、 下段8日 間培as)
覧

穐

嬉

名

ナ フ ト キ.ノ ン

ロ ウ ソ ・ ン

ビ タ ミ ンK3

ヴ

掛 。

'ボ

フ チ オ 讃_ル

構 、

0
きほ

/＼/＼
lll
＼/＼/

6

♀
/＼/＼

kノ ＼ノーOH

薯
＼△-cH・

(/＼/

/.1
ρ/「{CII・

＼/＼/-OHも

造

'7

駕 離
嚇

式

♂"

謬

{稀 繹 倍 敷{

可F〕 蜘
し

撫

十 苔

1婿

〕

菩

一 一一 一

冊惜 賊
…

一 王

…

升 μ

舟 鼎

一一 脾

鼎

十 輝 苔

帯 柵 冊

『± 泄 井

十
.

柵 冊



68

●

Q

/＼/＼__CH

＼/＼/一 ・0・CO・('H,{δ

(粧0

/＼/＼

＼/＼/・

ok6'f

±

ミ　 ヤ

嚇}
一… 一 ≒

・i替

器 鼎

升

{

柵

へ

づ

ー

F

ー

　

斗

　
冊

メ チ ル ナ フ タ ザ リ ン

o罫 ♀・

r＼{/＼rCH・
＼/＼/

ジ ほ
OHO

・ 荘

。}　 …}

1冊

・{斗

し__

噌 朴

エ チ ル ナ フ タ ザ リ ン
噸

9H♀

(/、-c・H・
＼/＼/

蓼 輸0

0HO 癖

・
冊

シ コ

OHO

∵ て)◇ 葦 琵一9-cぐ 套:91wwumen
dH6

夕 等

柵

ア ル カ ン 混 ン シ=一:一 ジ の 異 性re

θ
}

採
メ チ ル シ 認 鳥 ン

OHO

◇〈〉勝c<綴:
0HO

十 、 井

冊

冊 ・

柵

ス ヒ ノ ク ロ ρ・ル(3種 共)

嚇

未 決 定

柵}冊

拶
卦 十

冊

二柵 轡
冊
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は4種 で最も阻止力の強いのが β インドーノレプ

ロピオン酸、次が α量ナフタ リン酪酸、次は αカ

ルボキシ β インドール酪酸とフエニール酷酸で

ある。♪ 日目では阻止作用がみられても8日 目に

はこれが認められなくなる揚合があるか ら少しで

も作虜のある物質をみのがさないためには菌数が

少 く算定の容易な5日 目の判定が適當であると思

う。SCCの 揚合に促進作用を示すものはない。

sccと ソーD培 養の爾方を行つた3吻 質につい

てみるとソニ トン増養の方が添加物質の影響が鋭

敏にあらわれる。岩前(2)はヘテロキシンをロング

培 地 に加 え阻 止 作 用 をみ て い るカ';1/1,000M～10!

1,000班 と い う高 濃 度 で あ つ た た め で あ ろ う
。

從 來 ベ ンゼ ン核 、 イ ン ドー ル核 を含 む物 質 は結

核 菌 の濃 育 を阻 止 す る とい われ て い るが 、 同 じイ

ンドーノ咳 をもっ倣 の申プ・ビオン酸だけに阻

止作用がみられ酷酸酪酸は無効だがα位にヵルポ

キシル基が入ると酪酸 も限止作用をあらわす。又

側鎖に同じ酷酸基をもつ3物 質の中でαナフタ リ

ン酷酸だけが阻 止作用を示 している。

Peterson(雰)はパ ントテン酸は結核菌の嚢育と無

關係としているが、ソー トン培地に加えた場合に

8-一 '
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10'倍 で は焚 育 を著 明に 阻 止 、10i倍1σ 倍 で は

著 明 に促 進 した 。β一ア 多ニ ジは パ ン トテ ン酸 の構

成 成分 で あ る ので,試 み たの で あ るが 、 全然 無 影

響 で あ り結 核 菌 は β ア ラ ニ ン添 らパ ン トテ ン酸 、

を合 成 す る能 力 を もた な い もの と思 われ る。

2)ナ フ トキ ノ ン誘導 艦14種 につ い ての 成績

は第4表 の 通 りで あ るが 、 この 中 フチオ コPtrvは

結 核 菌 の 菌膿 成 分 で あ つ七 非 常 に低 い酸 化逡 元電

位 を もちY(4)結 核 菌 の酸 靴 還 元 に何 等か の役 割 を

果 して い るだ ろ うと想壕 され て い る。 ス ビノ ク ロ ・

一 ムは 「うに」の棘 よ り抽 出 され た物 質空 ・む ら さ

き うに か ら得 た もの1種 、ぱ ふ ん うに か ら得 た も

の2種 合 計3種 類 あ り{そ の構 造式 は未決 定 で あ

るが ナ フ トキノ ン核 を もつ 事 は わ か っ て"る 。、こ

の 中 で 阻止 作 用 を示 した の は5種 類 、阻 止 力の最

も弧 いのが フ チオ コrル 、i次が ロ ゥ ソンNア セチ
ワ

ロ 　

ルフ テ オ コー ル 、 次 が ナ フ ト キ ノ ン、 ピタ ミ ン
ま ゆ む

K3で ある。vフチオコールについてはすでに外山

㈹の報告があり高濃度で阻止、低濃度で促進する

という'が筆者等は低濃度は しらべてみなかつた。

構造式をみると5.8位 にOH基 の入つたナフタ
　

ザ リン系物質は無効で狡義のナフ トキノ ン系物質

だけが有効であつた◎な参3位 にOH基 の入つた

ものが阻止力強 く2位 のCH3基 は大 して影響が

な い よ うに み え るeBa11(a)に よれ ば 酸 化 還 元 電位

Eoは フチオ コールO,2937、 ロ ウ ソ ン0,352、 ユ

グロン(&ヒ ドロキシ1,4ナ フトキノン)0,435で

ナフタザ リンのEoは 當然ユグロンより大である

から、この成績 もEoの 低い物ほど結核阻止力を

示すとい う佐藤⑥、柳澤等σ)の読に一致するもの

である◇

パ ントテン酸のように高濃度では阻止するが低

濃度では逆に促進作用を示すものがあり、これ ら

の中にも低濃度で促進性をあらわす物質の存在 も・

考えられるのであるが此の度は輩κ阻止作用をみ

るに止めた。
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